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　上記連絡協議会に引き続き、午後には管理者研修が実施され、全

国の各ユニットセンターより約 60 名が出席しました（兵庫からは

４名参加）。まず、「大規模調査研究における危機管理」、「エコチル調査の

現状と課題」、「エコチル調査におけるリスク管理」の三つの講義を受けた後、

「リクルートに不可欠な個人情報リストとは」、「個人情報リストの管理方法」

という二つの課題についてグループ討論を行い、最後に「情報管理の思想と

現場への適用」の講義を受けました。

　今回の研修会では、主に危機管理・個人情報管理について多くを

学びました。危機管理については、事故を未然に防ぐ体制の構築が

何よりも大切であるのはいうまでもありませんが、万一の場合に重

要となるのは初動対応であり、迅速な事実関係の把握と次のステッ

プ（報告・対応・公表等）への速やかな移行が不可欠であると感じ

ました。

　また、個人情報管理については、どのように管理するかはもとよ

り、どのような情報を管理しているのか、しっかり把握することが

重要であると痛感いたしました。

事務担当　西田  彰子

  平素より、エコチル調査にご理解とご協力を賜り、誠にありがと

うございます。

　コーディネーター業務に就かせて頂き、１年が過ぎました。同期

のコーディネーターとも『今日で１年だね！これからも頑張ろう

ね！』と連絡を取り合い、日々の業務に励んでおります。

　今回は、最近経験した嬉しい出来事をご報告させて頂きます。

　先日、参加者のお母さまとお子さまが、エコチルルームに来てく

ださいました。『やっと、NICU から出ることができました！こんな

に大きくなったんですよ！見てやってください！』と、お母様は満

面の笑み。『抱っこしてやってください！』とも言ってくださいま

したが、さすがにスヤスヤおやすみ中でしたので、かわいい手や足

を少し触らせて頂きました。お母さまの優しい笑顔、お子さまの安

心しきったかわいい寝顔を見た時、このお仕事に就かせていただき、

本当に良かったと実感することが出来ました。 

　今後とも、参加者の皆様と、一緒に喜んだり、一緒に悩んたり出

来るような、コーディネーターを目指し、日々邁進してまいります

ので、ご指導の程よろしくお願い致します。

　リサーチ・コーディネーター　井戸　志津子

第７回兵庫エコチル調査運営協議会

  7 月 18 日（木）17：30 より、兵庫医科大学第３会議室において、

「第７回兵庫エコチル調査運営協議会」を開催いたしました。

　尼崎市および協力医療機関の運営協議会委員の先生方にお集まり

いただき、以下の議題についてご協議いただきました。

（１）リクルート等の進捗状況について

（２）研究計画書の変更について

　　　（リクルート目標の設定・リクルート期間の変更等）

（３）疾患情報登録調査について

（４）トラブル等の発生と対応状況について

（５）詳細調査計画について

（６）広報活動・イベント実施について

　ご出席いただいた先生方より多くの貴重

なご意見を賜り、これからもスタッフ一同

鋭意努力していく所存ですので、今後とも

ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

　兵庫医科大学 5 号館の正門の横で、

リュウゼツランの花が咲き始めました。

　リュウゼツランの花は 40 年～ 50

年に一度だけ、しかも生涯に一度しか

咲かないといわれ、 開花が見られるの

はたいへん珍しいことなのだそうです。

【エコチル調査ユニットセンター連絡協議会】  

　7 月 24 日（水）、東京にてエコチル調査ユニットセンター連絡

協議会が開催されました。個人情報管理に関するルール、エコチル

調査で得られたデータの利用と成果発表のあり方について議論され

ました。また、一部の参加者を対象に実施予定の詳細調査について

の検討状況が報告され、活発な意見交換が行われました。

【管理者研修に参加して】　　


